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新世界ザルにおける聴覚カテゴリー弁別学習の比較心理学的研究

石川 檎 (京都大 ･文 ･心理)

校数の個別王Jt象からカテゴリーを形成する能力は､ヒトや動物が保持する前い認知能力であ

る｡本研究では､これまでの研究では十分に明かにされてこなかった聴光様相におけるカテゴリ

ー化について､認知能力が柘いフサオマキザルを被験体に用いて実験的に検証した｡

方法 並盟佐 フサオマキザル (Cebusapel(a)5野i(♂2流♀3y7i).実験期間中､被験体_7rf.､実

験実施時刻に応じて給餌時間､給餌皿を調節｡盈毘 サル用オペラント捕 (約 50cm立方)｡箱

の正両に2個のレバーとタッチパネル付き15インチのディスプレイが設置され､周囲にスピー

カ-2個と万能給餌装置を設置.各校装置/刺激の別御､及び反応の記録にパソコンを使用｡乱

政 聴党刺激 :2つの ｢音色｣カテゴリーに属する40個の持続音.見本合わせ (MTS)課題の
見本刺激として使用｡視覚刺激:｢円｣｢菱形｣｢縦棒｣｢横棒｣｢斜め棒｣｢星型｣｢×印｣｢三角形｣
の8刺激.MTS課題の比較刺激として使用.手続き 聴覚一視覚の異感覚梯相関MTS課題を用

いてカテゴリー形成訓練をおこなった｡見本刺激として提示される聴覚刺激に正しく対応した比

較刺激を選択すると､強化子を得られた｡

結果 本年度の実験は､本課題習得のための視覚刺激を用いた4選択型同一MTS課週の即 .rf･に

終止したO被験体に8種類中4種類の視覚刺激をランダムに組み合わせた比較刺激セットを1,nt･示

すると､的確に正しい比較刺激を選択した｡
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眼球運動指令信号の形成機構の研究

岩本義輝 ･吉田 煎 (筑波大 ･非校医 ･生理)

破壊･不活性化実験の結果から､小脳室頂核が正確なサッケ-ドの遂行のみならず､迎動の

正確さの維持に重要であることが示唆されている｡サッケ-ドの可塑的適応 (サッケ-ドゲイン

適応)への室頂核の関与をニューロンレベルで調べるため､覚醒状態のアカゲザルを用い､サッ

ケ-ドに関連してバースト活動を示す室頂核ニューロン (FastigialBurstNeuron,FEN)の活

動がサッケ-ドゲイン適応に伴いどう変化するかを調べた｡サッケ-ドの最中に視覚ターゲット

の位置を変える方法 (intrasaccadicstep,ISS)を用いて視覚誤差を人工的に作り出し､ゲイン

適応を誘発した｡

FBN の記録と同側へ向かうサッケ-ドのゲイン (サッケ-ドとターゲットの振幅比)を減

少させた (13-18%,n=4)｡これに伴い､FBN のバースト活動はサッケ-ドの開始時点付近 (開

始時点20ms前から20ms後までの期間)で増加した.一部のニューロンでは､バーストの立ち

上がりからピークまでの区間の増加が顕著で､適応に伴いバーストタイミングが早くなったと考

えられた｡ISSを与えなかった反対向きのサッケ-ドの振幅は適応の前後で変化せず､これに

伴うバースト活動にも有意な変化が認められなかった｡また､上記期間 (40ms)の活動の強さ

は､サッケ-ド振帽の減少とよく似た時間経過で変化した｡以上の結果は､FBN の活動変化が

サッケ-ドゲイン適応を引き起こしていることを示唆する｡また､FBNが脳幹の抑制ニューロ

ンを介して､同側の外転神経核運動ニューロンの活動を抑制性に調節するという考えを支持する｡
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